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　７月１３日、松之木小学校脇のどんぐり遊歩道で、伊草
保育所の園児３３人が、葛西用水へ金魚、どじょう、ナ
マズを放流しました。 
　これは、南部葛西用水三市連絡協議会（八潮市、
草加市、越谷市）が、葛西用水の水質浄化と環境の
保全を目的として、毎年、魚の放流を行っているものです。 
　参加した園児は、元気な魚の泳ぎに歓声を上げていま
した。 

　７月１５日、八潮市体育協会主催の「平成１７年度ラジ
オ体操講習会」が、エイトアリーナで開催されました。 
　参加した市民の皆さん約１２０人は、講師にお迎えした、
ＮＨＫテレビ･ラジオ体操指導者の西川佳克さんと筑波
大学体育科学系助教授の足立和隆さんから、体操の実
技と体操の効果などの講義を受け、ますます元気な体を
作りたいと心に決めたことでしょう。 

　７月１６日・２３日、八條公民館で「おもしろ理科教室」
が行われました。 
　フォークにアルミホイルと野菜やフルーツだけを使って電
気を起こしてみたり、風船を使って静電気を起こしてみた
り、身近な物で理科を勉強しました。参加した小学１年
生から６年生の児童からは、「びっくりした！おもしろかった！」
など、驚きの歓声がわいていました。 

　７月１５日、けやき通りの中央二丁目交差点近くで、市
長や草加警察署長を始め、関係団体および地域ボラン
ティアの皆さんなど総勢１００人が、交通安全街頭キャン
ペーンを行い、交通事故防止を呼びかけました。 
　夏休みを迎え、行楽の疲れや気持ちの開放感などから、
とかく交通事故が増加する傾向にあるこの季節。皆さんも、
マメな気配りと思いやりで交通事故防止に努めましょう。 
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交通安全　マメな気配り・思いやり 交通安全　マメな気配り・思いやり 川をきれいにしよう！ 川をきれいにしよう！ 
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①
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。
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